
 

≪主な要因≫ 

１～３月 １月上旬は新型コロナウイルス感染者数が落ち着いていたこ

とから、各観光施設及び湘南海岸・江の島への来訪者が増加

した。しかし、新型コロナウイルスの感染再拡大により１月

中旬から３月下旬までまん延防止措置重点措置区域に指定さ

れていたため、２月以降は鈍化し、全体の前年比増加率は

133.4％であった。 

４～６月 前年（令和３年）は新型コロナウイルスの影響により中止と

なったイベントが再開したことや５月の大型連休による観光

客の増加により、前年比 130.4％増となった。 

７～９月 前年（令和３年）は江の島島内の大型観光施設の閉鎖やイベ

ントの中止が相次いだが、令和４年は新型コロナによるイベ

ントの中止が一部あったものの、７～８月の海水浴場の開設

や８月に納涼花火を３回に増やす等、手法を変えて実施した

ことにより観光客が増加した。また、江の島サムエル・コッ

キング苑のリニューアル工事に伴う施設の無料開放（8/1～）

により、施設への来場者が増加したことが要因と考えられる。 

1０～１２月 10 月から江の島で開催した「湘南キャンドル」、11 月から

の「湘南の宝石」といったナイトイベントが好評であったほ

か、11 月に江の島サムエル・コッキング苑がリニューアル

オープンしたことなどにより、江の島サムエル・コッキング

苑の入場者数が過去最多となった。 
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